
重力測定に於ける振子台共振れの
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　　1・前　　　語

　昭和12年の夏，測地學委員禽の事業として台濁の重力測定が行はれた。測定に参加し

た者は，村上政願睾學士，初田甚一郎理學土，浅山哲二理學士，及び筆者の四名で，この

外測定見學の爲めに新参渚一氏が行をともにされた。當時は己に非常時局に入っていたに

拘はらす，元台溝纏督府及び各測定地の諸官魔は，多大の援助を寄せられて測定を容易な

らしめられた。薮に深謝の意を表し痩い。

　上の台溝の重力測定には，マイネツ氏（V㎝i㎎亙eine鋤）海洋重力測定装置を使用した

のであ’るが，後述する事情のために，振子台の共振れ（Fle珊■e　of　pe皿duh皿supPoエ㌔．Mi－

ts曲wi㎎e口）に封する修正を必要とした。この爲めに測定騎毎に特に賀験を行なって，共

振れの大きさを決定したのであるが，その締晃共振れの大さが土地によタ著しく異ること

を見出したのである。本論文は之れに閲する研究をまとめたものである。この研究に封じ

て當時懇切汝御忠言を與べられた松山基範博士，並に最近重要底御指示を頂いた長岡牛太

郎博士に深く感謝の意を表し度い。

　　2台蟹の重力測定に用ひた特殊な振子観測法

　マイネツの重力測定装置では，己に衆知の適グ），．振動週期か婬r等しくしてある三箇

の振子の及稜を，共通の金属板の上にはめ込んである三箇の瑠璃g字面の塵の上に乗せ

て，員中の座にかムりている振子皿は，閉來る隈ゆ小さい振動で，両端の二：筒の振子Iξ

1は，相等しい振幅をもって五に反濁の向きで振らせるのである（第一圖）。そして員申

の振子の振動と，との振子の角蟹位（e10㎎atiO皿）と，端の振子の角蟹位の差の時間的愛

化，即ち便想振子（fio胱i仰s岬du1皿㎜）の振動とを感光紙に記録する。然る時は振子自

　　　　　　　　　　　　　　　　　鶴の運動叉は土地の脈動その他の原因によって

第一回

　　　　振子台が振子の振動画に平行な方向に小さな加速

　　　　度運動を走旦すことがあっても，假想振子の振動は

　　　　之に影響されないので，振動の記録から両端の振

　　　　子の固有振動週期を見出し得るのがこの装置の特．

五　　　　徴である。所が昭和12年の台濁重力測定では，家

　　　　に述べる通り，この本來の便利な方法を採用聞來

※昭和14年4九日本地球物理學曾（京都）の學術講演雪で製表o
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なカ、った。といふのは，昭和7年承1蘭のNedeエ1舶d畠he　Sei・市工estellen鮎正ikか一らこの装置

を購入した當初，端の振子Kの役をしていた振子NO・9め双穣のはめ方に極めて拙劣な細

工が施されてあって，それ以來この振子の撃動について注意を怠らなかったのである。昭

和9年の南洋群島の島の上及び元海軍の呂號第57溜水艦による日本海溝中部の海上の重

力測定2）は，この装置によって無事に成功したのであるが，翌昭和10年，元海軍の伊號

第24溜水艦によって，日本海溝南部海上と父島に於ける測定語）を行うた際，荒天の海上

を航行中装置が激動を受けた目があったのであるが，それ以來この振子は不鍵性を失って

しまった。即ち双稜のはまり具合に途にガタが贈來たのである。この経験に塞き，潜水艦が

荒天の海上を続行中振子を安全に固定しうる装置を完成した。この安全装置は陸上測定の

場合でも使用した方がよい工思っている。

　次いで台湾の重力測定が計薔されると共に，この振子の風稜取りかえを行なったのであ

るが，振動週期を他の残りの振子No．7（振子I）及ぴNo．8（振方巫）に合はぜる爲めの

調節が完成田來なかったので，マイネヅ装置の本來の測定法を採用することをやめ，茨に

迦べる別の方法を搾用したのである。

　振子No．7，8，9は，夫々座第1，第2，第3にかムっているものであるが・双稜の取かえ

をし淀振子NO．9と，振子NO．8と．を位置を交換して，眞中の振子皿としてNO．9を用び，

両端の振子IとIに夫々・No．7とNo．8を使用した。そして両端の振子は，相等しい振幅

をもって位相差を18びとして振動せしめ，眞中の振子は固定してその鏡をして軍に反射

鏡の役目を爲さしめた。從って感光紙に記録される一ものは，両端の振子の實振子（r　alPen・

du】um）としての振動である。この方法は，今更新しいものではなくて，二振子法（Zwei－

Pe』de1柵鮎r㎝）の，振子台の共振れの影響を最小にする方法に廃するものである。こφ方

法では，二個の振子の週瑚も振幅も共に完全に相等しくない爲めに，最初位相差を正しく一

180。にして始動させても，次第に位相の差は180㍉・ら離れてくるので，葱に共振れの影

響に封する修正を考慮する必要が起ってくるのである。この修正は茨の通りである・

　今振子I走けを軍濁に振動せしめた場合の週期は，共振れの影響を受けて，振子台が完全

な剛磯であって共振れを起さないとした場合の固有週期よりも幾分大きくなっているもの

である。週期の増加量をγ、とする。同様に振子□に就いては，之れをア3とする。然る時は，

爾振子が像r相等しい振動で，叉大暑逆の位相で，同時に振．勅している場合は，共振の影

響が少し入ってくる。即ち共振れがないと恨定した場合の二つの振子の固有週期は，観測

されたまレの週期叫及びT3に，共振れに封する修甲を施したものに等しい。“及びT3

に加ふべき一～＝の修正値は，夫々一れ及び一γ。た或係藪を乗じたものであって4），この係藪

の億は・，マイネツの褒’置では普通0．05の程度である。

　育簿の重力測定では，以上の方津の外に次の方法も試みた。即ち問題の振子NO．9と振

子No．8を元の位置に戻して，振子No．9を端の第3の座に之れを固定し，残りの二つの

振子を等振幅，逆位相で振動せしめた。然る時は，感光紙に記録されるものは，ζの二つ
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の振子の組合せによる椴想振子と，眞中の賛振子の振動とである。この場合賀振子の週期

には，共振れの影響が八ってくるので，之れに謝する修正を行なはなければ，その固有週

期は求められない。

　そこで測定の原鮎である京都大學理學部地質學鑛物事教室地下室の理論地質學第二實習

室内重力測定台の土と，台簿の各測定騒に坤て，二つの賀振子を観測する二振子法の間へ

れとγ3の太いさを決定する實験をはさんだ。この賀験には初田講師の援助を受けたことが

犬てあつ牝。

　　5　振子台共振れの測定

　れと・γ3の大・さを求める方法は色々あるが，マイネツの重力測定装置に便利なものは家

の方法である。員中の振子皿を固定しておいて一，最初振子一を振動させないで自由につる

し，振子Iを相鴬犬きた振幅で始動せしめると。振子Iは千ネルギーを振子回に興へる爲

めに，その振幅は次第に減少し，振子量は次第に振幅を増加する振動を行政うに至る。最

初からt時間後の振子I及ぴ1の振幅を夫々a、及びa3とすれば5〕，

　　　　昨音去・青晋（丁字）2　・・一……・…一…・（・）

で求められる。藪にT・及びT3ば，夫々振子I及び河が先々軍濁に振動している時の週期

で，TはTIとT3の算術雫均である。γ3を求める式は（1）式の尾行號1と3を交換したも

のである。（i）式の右蓬の第二項は，元來TrTIはTに比較ナれば極めて小さいもので

あるから，tを非常に大きくとらなけれぱ，之を無視することが出來る。マイネツ装置の

振子では，T≒0．5052s㏄，叉七は重力測定の場合の観測時間と等しく30分とした知ら，

　　　　ll・・…㈱…一～・一…………一・・…一・・……・・・・・…（・）

となる。圃一測定離で，γ・及ぴア3の各々に封じて實験を二回づム試みた結果を見ると，γ1と

　　　！　　　　　　3　　　　γ3は相等しと秀ふことが見出された。後

ト㍗㍗

廻草

年一

㍗7■
1二．’ B．釣工

鮒　　　　主⊥

　　　　　　　　　ψ2o
　　　　　　　　・下　・　1｝一」」一1

　　一、濃篭　1＝一3θ
　　、し』．一ま　．．上

ト十65一一■

に掲げる表の内γの欄に示された藪値は

この賛験結果の平均億である。同表中振

子台三脚の座金の欄にAと記入したもの

は，第二闘で示した通り，員鋳製の扁平

な座金であり，Bと記入したもρは，同

圖で示す通リ樫の木の圓盤の上に眞鶴の

裁頭圓錐を一堅く取りつけたものである。

　振子台の共振れといふのは，一つの振

子が振動Lている時に，振子の双稜がそ

の双稜受けを水平の方向に押す爲めに・

振子育が趣す弾性愛形のことであ孔今
第＝圖
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角変位の大いさが9である瞬間に，双稜が双稜受けを水率に押す力をH，之れによって双

稜受けが超す水平愛位0Cをψとすれば（第三園），衆知の如く

　　　　　　　　E昌叫÷li・g…一・・……・………・・……・…一・…・・（3）

　　　　　　　　　　1　　　　　　　　砂・TE一・…・・…・…一…一・一・・一一一……’’（4）

　　　　　　　である。葱に皿；s，1及びgは，夫々振子の質量，振子の重心から．双稜の先

　　　　　　　瑞までの距離，相等単振子の長さ及び重力の太いさである。1ノεは常藪で

　　　　　　　あって，共振れの因子（班its此wi㎎㎜g昌鮎七ひr）。と構レ振子台の弾性に

　　　　　”　關する量とぜられている1〕。共振れの爲めに週期が増大する理由は，第三国

　　　　　　　で示す通り，水牛愛位ダの爲めに，振子の画榑軸が双穣の先端Cから上

　　　　　　　方C’に移る爲めに，相當振子の長さ1が1＋∠Iに増加するからである。

　　　　　　　小及ぴ週期の増加重γは

　　　　　　　　　　　　　山；ψ鯛岬・……一・……・…・…………（5）

　第三回　　叉は之れに（3）・（4）を代入して・

　　　　∠1・÷M・千………・・……・………・・……一…一…………（…）

及び一

　　　　　　1　∠l　　　　1昌丁TT……………・・・・・…1・舳・・1…1’’’…’．’’’I’’’‘．（6）

で興べられる。葱にTは理論上振幅が無限に小さい場合の固有週期であ乱（5）及び（6）

式から

　　　　・斗・1・iリ・・一一・・一……………………・・・…………・・（7）

を得る。この式のg、に振幅の値を代入してうる砂の値はvの最大値であ孔之れを砂舳で

表はして置く。

　すでに述べた通り，振子I及口の各々に鞘するγの太いさは，爾振子を同時に振らせて

求められたものであるけれども，このアの値は，これら二振子を夫々軍濁に振動させた時

の台の共振れによる影響であるから，この値を（7）式の右蓬に代入して計算される9の値は

振子を實際に箪獺に振動させたとした場合に，報稜受けに生ずべき筈の水平愛位であるこ

とは嚇、である。然し乍らγの太いさを求めた賛験に於て，例べば振子Iが振動を始めた

詐りの初期に於ては，一方の振子園は振動をしていないのであるから，振子I丈が箪獺に

振動していると見てよい。從って振動の初期に於下ば・（7）式で求められる砂の植に等しい

水平蟹位を振子Iの双稜受けが賀際に之れを行年ったのであると云ふどとが出來孔之れ

は二個の振子が共通の台の上で同時に振動しておる場合の運動の式7コから護明するとと

が出來る。さて振子I及び固に封じではT＝O・5052sec，1竈25・3価，且つ初期の振幅は記録

紙の上で1，70omである。記録の上の移動を角度に直す係数は，マイネッの装置ではO，00

552・adi別ノ。mであるから，掘編はO．00938mdiam即ち32’一2である。從って振動の初期に
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振子の匁稜受けが賀際に行うた水不蟹位の最大値は，之等の数値を（7）式に代入して，

　　　砂m＝O．938ア　μμ（＝10－7cm）　・・一一・…．…．．…一．．・・一一・…、．．…．．、（8）

で計算出來る。

　（8）式で求めたV皿の各測定鮎に於ける値は，表に示す通りである。その値の如何に小

さいかは驚く可き・であって，最大の値244〃（台北）でも遠紫外線の波長の程度であり・

最小の値60〃（高雄）に至っては，極端紫外糠の波長の程度である。こんな微小の変位を

生じた外力（前勘力）Hの太さを（3）式によって求めると，角蟹位9に振幅3％’2を入れ

M，1，日の前出の値を用うれば，1O．4瓦重となる。双稜の先端が奴稜受けに接鰯している纏

の長さは2．4cmである。こんな小さな外力で，物鰹の蟹形による変位量を。10i7cm軍位

で見出し得た事は驚異すべきことであって，之れは最後に述べるように瞳用の途があ～

　衣に共振れの振子1／εを（3），（4）．及び（7）式から求め一ると，

　　　⊥二、し土　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．一＿＿＿．＿。…。。．（9）

　　　　ε　T　Mg昌
となる。Tと1に封じては前出の値を用ひ，g；980ωn．・㏄■2，皿＝13309r，冨＝20．71c血

を代入すれば

　　　⊥；O．937γ。10川m／伽・・・・………一・……・・一…・・…・…（i0）

　　　　ε
を得る。或はこの式と（8）式を組合はぜて

　　　⊥。・，・O劉。・…一・。m／dy・・…一………・・一・・一……………（11）

　　　　ε
を得る。かくして求められた1／εの各測定鮎に於け・る値は，表の最後の欄に示す通吻であ

る。

　　　　　　　　　　表・　　共振札の測定結果
一

一振子台
共振レニ俵ル
T期ノ揮加重

振幅32・’2 共振レノ
二鈎スル 因　子

No． 測定地 測定場所 地厨 三脚
ノ座金 　γ　　　　ψm

PO－7seo　〃（1ト7om）

1／ε

r11。皿／伽睾

1
京都（始）． ，原騒重力測定室

ｪ　　定　　台 沖積層 A 113土3（M．瑚 106 106
2

3 合　北
第一繭歯．學校コンクリート床

同 丑 260±4 244 244

4 薪　竹 商等女學校 同 B 107±3 100 100

コンクリにト脈
5

台　中
第一中學校コンクリート床

同 尼 工49土3 140 エ40
6

7 塙　里 北　公　撃　校
コンクリート床

同 把 136土6 128 128

一　■一一川」1■ ⊥　　…■’一　　」□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

一’ ’
8 嘉　義

中・　學　　校コソク・リート床

同 E 78士一3 73 73

一一　　一　一』　　　I■」　　’　　一　一
一■o■I　■　　　　　一⊥　　　　…　■

」
9 阿里山

爾聲府螢材所嘉義咄襲所阿里山測H所コンクリート床

第三紀暦 li 90土3 84 84

一
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・・朴子書ソク等，ト篠

・・高雄曹タク㌍ト繁

沖積階

可マj同山

1；

・・恒蕃誓7ク㌍ト僕

I3

・・帷港曹戸ク㌍ト震

同　　　B

局

、。玉聖公　曹　堂1周
　　　　　　コソクダト床1

・・台東雲夢狩岬僕

・・京都・終）騒騒重量測定蕃

21 　　　原騒重力測定室
同　コソクリー十床

22 　　　原馳重力測定室
岡コソグリ＾ト床

同

同

A

A

B

130土5

64土6

109土3

71土4

121土3

250土S

．83土2

108±3

72士1

115土2

122

60

102

67

113

235

78

101

108

122、

60

ユ02

67

113

235

78

101

68

1④8

　　4、測定請果の考察

表に示されたγ，砂m，及び1ノεの値を見ると，振子育三脚の座金は・・台灘では各測離と

もBなるに拘はらす，土地により著しく異る事が認められる。・然し之を確定する前に，。吟

味すべき事項が一つある。それは振子台三脚の高さが，測鮎毎に同一であったと保護出來

ないので，三脚の高さの違びが，γの大い亭に及ぼす影響を調べて見なけれぱたらないと

云ふ事である。そヒで原籍の測定台の上で，座金Aを用ひて之れを調べて見た。三脚を一

　　∬〃て肋　　　　　　　　　　　　　　杯にねぢ込んだ場合の高さを零として，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少しグ』三脚を閉して，最高10m皿まで8
｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の色々の高さに封じてγの犬いさ・を實験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　的に見出した結果牡第四国に示した通炉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　である。直線乱bは，γと三脚の高さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムとの開係を示すものであって。之れか

　　0　　2　　4　　6一　　　　　〃〃”　ら見ると，hが零から1Ommに増加する

　　　　　　　　　　　　　　乃→・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時，γめ’直線的に増大するが，・僅かに6

　　　三脚一1高サ（最低檀ヨシ割ル）。1。一・昌、の増加をなすに雛ない事が

　　　　　　　　第四圖　　　　　　　　分る。台簿の各測定鮎でbの値が同一で

なかったにしても，1Ommも相連していたとは到底考べられない。從ってγその他の量の

土地による相違の原因は，hの不同にあるといふ舜は解消してよい。なお測定室ρ床面が

幾分傾斜していた場合のあった事を細臆している。ζの場合は振子台を水牛にする爲めに
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三脚の個々の高さに不同があった事になるが，その影響は，賀験的にまだ検討していない

けれども，γとbとの關係についての上述の實験結果から者へて，問題にはなるまいと思

はれる。

　なお第四囲の結果の示す重要なことは，三脚の北端と座金との接鰯部及び三脚の雌雄爾

捻のかみ合部には不安定性がなし・と云ぶことである。何となれば・若し之れらが不安定で

あるならば，三脚の高さを蟹へるときは，上記の接鰯部やかみ合部が蟹はるから，γの値

には極めて不規則な蟹化が起り第四囲のような可なり規則正し結果は得られないと豫想さ

れるからである。

　從ってγ，1ノε及びVm（但し同一振幅に倒するもの）等の値は，振子台の三脚の座金に

同一物を用ひ，且つ安全のために三脚の高さも同一，叉地面も水平とするならば，土地の

性質にも影響されるものであると緒論してよいと思はれる。

　次に表の数値について，原籍の結果をも含めて更に考察を進めて見たい。

　先っ台溝に於てrが100×10－7sec以下のものを拾らって見ると，嘉義，阿里山．，高雄，

恒春，及び台東の五箇所の測賭である。この内阿里山を除けば，他の四箇所の測定鶏は何

れも沖積暦の上にあるが，マイネツあ装置を据えつけた室の床は堅牢なコシクトトであ

った。この中でγ及その他量が最がも小さい高雄の測籍のコニ／クリートは，杢潮騒中最も

堅牢であった。之れに反し，γが1OOX1〇一？sec以上となってい凱上の五箇所以外の測定

鮎は，何れも同じく沖積暦の上にあるが，測定室の床のコンクリート張りは概して脆弱で

あったといふ印象か残っている。特にこの内でγが200X1r7secを越ゆる台北と玉里の測

定室のコンクリートの床は，著しく弱かったと記憶している。同じく沖積厨の表面暦とい

っても，場研により岩質從って弾性率の相違があるべき事ば豫期されることであるが，振

子台三脚の座金と土地の間にあるコンクリHトや塗喰のよう底薄厨が，共振れに大きな影

響を有することか認められる。

　折が陶聖山の場合は，測定室のコンクリート張りの床は粗末であったに拘は’らす，γは

比較的小さい。これはコン’クトトの厚さが薄くて，その下が直ちに第三紀暦の堅牢な岩

盤になっているので，之れによるものと者へられる。

　．嘉義の測鰯についても少しく説明を要するものがある。測定場研である嘉義甲學はI嘉

義市東方の丘陵の西傾斜面の上にあり，市の中央部から15～20mの巧高にある。中學の

直ぐ東側には八奨漢北岸の階段堆積層（洪’積厨）8〕一が露出しておる事から考へると，中學

所在地の沖積厨の厚さは比較的小さく，その下部の洪積暦は地表に接近していると推察さ

れる。それにも拘はらすこの測定のγ及びその他の量の位が，厚い沖積暦の上にあると者へ

られる高雄，恒泰，及び台東の測覇のものと比べて，大謹ないのは，共振れに關＝興する上

地は表暦の部分だけであって，深部に殆んど開興しないものであるヒとを暗示している様

に思はれる。

　茨に原鶏京都に於ける結果についても決意すべき事柄がある。先っ座金Aを用ひて，測
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定台の上で見出した；’，及びその池の量の値は，蛤と綴りの二回の測定で良く一致してい

る。砺が同じ座金を使って，測定室の平坦なコンクリートの床上では，これ．らの値は著し

く減少している、測定台はコンクトトの床面に築かれた鐵面39c㎜四方高さ65，5cmの

コンクリートの角柱の上に方49，5cm，厚さ10c血の花嵩岩の磐石を取りづけたものである

が，上の結果は，雫坦な床よりも凸形の台の方が蟹形し易いことを物語っている。家に床

面の同一・地所で，座金Aを用びた場合とPを使った場合の結果（表申下の一段及び二段の

数字）を見ると，後者は前者の約1．6倍である。之れは座金B（第二圖）が金属を木に取

りつけたものであるので。Aよりも鐘形し易い爲めであると者へられる。

　以上の事柄を綜合して見ると、共振れに題する諸量γ；伽，及ぴ1ノε等の太いさを左右

するものは，

　1）振　子　台

　2）振子台が据付けられている土地（コンクリート床等の如き表面の状況をも含む）

　3）振子台と土地の表面との蓮緒の仕方であり，なお

　4）土地の深部は賀際上共振れには闘興せぬということが緒論咄來る。京都原駈で共振

れに大き在影響を持つだ測定育は，2）叉は3）に入る可きものである。1、，2），3）の意

味することは，振子の双稜が双稜受けを水平に押す爲めに，振子台，土地，及び両者の蓮

縞物の三者が蟹形を起すといふこと，印も振子と共に動くものは，この三者であるといふ

ことである。

　今土地の墜形による地表（測定室の床面）の水雫簗位をv’とすれば（第五圃），
C’
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第五圖

　　　　　V一望＝”　　　　　　　　（12）

で奥べられる”は，振子台と蓮賭物丈けの蟹形によって起るべき

匁穣受けの水平蟹位である。從ってlvはv’と躰との二部分よりな

る。期ち

　　　　砂＝”十〆・…・一………………………（13）

である。〃と〆の最大値を夫々ψ，。。とん　すれば，之れ等は振子

の角蟹位が振幅に等しく・なった時に起るものと者へてよいから，

　　　　砂、㎜畠砂舳十〆例　…………………………（14）

である。

　マイネツ装置の平面圃を示す第六圖で，1，2，3は双稜受けの位

置，G。，G雪，G3は振子台三脚の座金を示す。1，2，3の間隔は13om

座金の中心の間隔はGl　G2＝Gl　G3：37㎝，G2G3二・42cm，振子の

振動面はG．。G。に並行である。第五圖の床面のG髄は，GI，G・。，G3

を代表するものである』床面（地表面）の饗位〆は第六固に示す

通り，三個ク’座金の基底の蟹位であるが，座金の基底外の地表の

蟹位は・基底から横に遠ざかるにつれて減少すべきものである。
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個となれば，若し減少しないとすれば，理論上地表を無限に度い卒面と假定した場合，．全

地表面にわたって饗位を生ずに要するエネルギーは無限大となるからである。減少の仕方

　俳　　　　　幼　　　は，地面の情況に依るものであるが，地表の鍵位は恐らく座金

㍉下r二鴬幾駕幾こ二億鴬鶯
　　　　　　　　　　　　広いものならば，各潮騒間の賜の差ぼ1地表の最大愛位一物

　　　　　　　ヅ　　前　　　　面　　　の差に等しくなるのであるが，之れは極めて疑はしい。何とな
　　　　　9・

　　　第六圖　　　　れば，土地が完全な剛磯であるとした場合に．ぼ，プ］亘のなす仕

事は全部振子台と三脚と産金の変形のみに消費されるから，・この場合が”㎜が最大であ孔

然し土地も共に変形する場合は，之れにもエネルギーの消費を必要とするから，この場合

の”㎜の値は上記よりも小さくなる筈である。從って”㎜も土地により異るものと者へね・

はならない。伽に饗する土地の影響は案外著しくないのではないかとも者へられるが・

然し之等の事情を十分解決せぬ内は，砂’㎜の太いさを云々する事は出來ない。

　共振れの振子1／εの元は，（4）式から分る通り，〔長さ〕ノ〔力〕である。從って逆数εの元

は。〔力〕ノ〔長さ〕昌（〔力〕／〔面積〕）〔長さ〕である。即ちεは，弾性恒敷と長さの相乗積で

表はさるべき物理量であることが分る。從って上記の1），2），及び3）の物麗の構造と之れ

を構成する各部分の弾性率がεの値を決定するものである。

　共振れに封する修正値を見出すのに，上に述べたような振子の振動によらない方法が以一

葡から行はれている。之れは双稜受けの面を相當大きな例へば1斑重の力で水牛に引き，

これによる双稜受けの鍵位を，床面に固定した物麗に封する変位として測定し，力と饗位

の比をεの値として，ハ又はγの太いさを（5，1）式又は（6）式によって求めるのであ糺

この方法で注意すべきは，床上に置く物磯を振子台に接近させてはならないと云ぶことで

ある。接近させて置くと，物鰐は床面と莱に，測定せんとする塑位の方向に移動するから

変位はそれだけ小さく測られるか一らである。如何程遠ざけれぱよいかは・・己に述べた通リ

床歯の鍵位は，振子台から離れる程減少すべきであるから，實験を試みて，最大の変位，

即ち眞實のvの太いさを見出し得る迄離せばよい。

　　5．地層取ぴ棒築物への鷹司の揚0星

　地質年代の異る地層，或は同一・年代の地層の異なった揚研に饗して，上記の共振れの賀

験を行うて，一定の振幅に謝する伽の値を測定し，之れから地表面の最大水牛襲位型’㎜

の太いさ，叉は・その相射的の値を見出すことが出來たならば，地質學上色々の興味がある

ように思はれる。この爲めには装置を据える地歴の露頭面が，装擾を中心として相當廣い

範園にわたって干坦になっていることが必要である。前に述べた通ク，共振れに開興する

地歴の部分は表面に近い部分丈と老べられるので，芝の研究は特に風化暦の物理的研究に．

謝して新しい膝月面を有するかと思はれ孔

　同様の測定は，各種の橋梁，舗装道跨，その他大小の構築物に試みることが出來るo
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　大磯固磯の小蟹形を見出す爲めには，普通の方法では可なり大きな外力を用ひなければ

ならない事は衆知である。班が共振れを用ふる方法では，前述の通り外力は10瓦重程度

であって，変形による饗位の犬きは1O㍉㎜瑚ら〃単位で見閉し得る滋めて小さいもの

であるといふことがこの方法の大きな特徴であ孔

　この臨月目的の爲めには，マイネツの装置は賛は不適當である。即ちその振子台ρ構造

から者へて伽の植が極めて大きいといふことム，重量が大きくて運搬に犬愛不便である

事が鉄鮎である。それでとの目的の爲めには，弐の條件を瀦足する共振れの測淀装置を新

作せねぱならな一い。

　1）振子台の弾性愛形を無現出來る程に小さくすること。之れは程度の問題であって，

或程度迄は可能であ乱

　2）盤置全磯を閉來得る限1り軽くするこξo

　3）振子台を地層の地肌や構築物の床面に咄來る限り直接的に取りつけ，且つこの取付

け方を常に一定に然も緊密にする事。
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